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   We report a case of spontaneous rupture of the renal pelvis and a case of spontaneous peripelvic 
extravasation, which were associated with ureteral stones. Case  I was in a 73-year-old man with 
complaint of left flank pain. Excretory urograms showed left spontaneous rupture of the renal 
pelvis associated with left ureteral stone. Double-J ureteral  stent was placed immediately and 
transurethral ureterolithotripsy (TUL) was performed after disappearance of extravasation. 
   Case 2 was in a 34-year-old woman with complaint of left flank pain. Excretory urograms 
showed left ureteral stone and spontaneous peripelvic extravasation. The stone passed spontaneous-
ly and the extravasation disappeared with conservative therapy. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 38: 579-581, 1992) 















孟造 影 にて 造 影 剤 の 溢 出が 認 め られ,5月30日 に 当科
紹 介 され 入 院 とな った.
現症:身 長163cm,体 重59kg,体 温36.6℃,左
側腹 部に 圧 痛,叩 打痛 を 認 め た.
入 院時 検 査 所 見:cRP6.14mg/dl,GoT761u/1,
GPT921u/1,LDH5201u/1,および 顕 微鏡 的 血 尿
(80～100/hpf)を認 めた 以 外 は,と くに 異 常 は認 め ら
れ なか った.
X線 学 的 検 査lKUBに て,仙 骨 下 部 左外 縁 部 に 結
石 陰影 を 認 め,DIPで は,左 腎 杯 に軽 度 鈍 円化 を 認
め るが,尿 管 の描 出は な く,造 影 剤 の 左 腎 内側 下方 へ
の濫 出を 認 め た(Fig.1),
入 院 後経 過:左 尿 管 結石 に よ る腎 孟 自然破 裂 と診 断
し,即 日経 尿 道的 にdouble-Jステ ン トカ テ ー テル
を 膀 胱 よ り左 腎 孟 ま で 挿 入 し留 置 した.6月8日 の
































































は盗出に比 し重症で,発 熱や 白血球増多が 認め られ





ず,尿 管の描出もない点より腎孟自然破裂 と診断 し









れた.一時的にTULを することに関 しては,灌 流液
が多量に腎孟破裂部より漏出する点,結 石が摘出でき
なかった際,ガ イ ドワイヤーが挿入不能とな り尿管カ
テーテルの留置ができなくなる危険性などを考慮して
,二期的にTULを 施行 した.一 方,自 然腎孟外濫



















えた自然腎孟外温出の各1例 を経験 した.い ずれの症
例も尿管結石によるものと考えられた.若 干の文献的
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